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　今年の冬はことのほか暖かく，京都市内では紅葉がまだ残っています。年の瀬

に 1 年を振り返ってみますと，年を跨いだ年金問題は終息せず，医療費について

の国民的合意形成はされないまま，医師不足に焦点が当たってきました。後期高

齢者医療制度は風前の灯となり，財源不足は解決されないまま現在進行中です。

もちろんサブプライムローンに端を発した金融不況も徐々に実体経済に影響を及

ぼし始めました。

　しかし，国民の意思の発露は政党サイドに握られており，消化不良のような毎

日が続いています。一方，事の発端となったアメリカ合衆国では，大統領選挙が

行われ，次期大統領は国勢や民意のあるところを調べながら政権を作ろうとして

いるようにみえます。年余にわたる大統領選挙の流れは無駄のようにみえながら，

求心力を形成する当たり，国体の違いがみえ隠れして面白い限りです。

　さて，医師不足の切り札として，医学部入学者の数を増やすことが決定されま

した。これで医学部定員は 10％強の増員になります。私は 1948 年生まれの団塊

の世代ですが，医学部定員は二千数百だったと思います。ざーと計算して 1,000 

人に 1 人が医師または医者になっています。それが今後は 100 人に 1 人の割合に

なります。数的には医師のインフレ，医者の大衆化が実現するわけです。もちろ

ん患者の高齢化が進み，需要と供給のバランスからみるとこれでも医師不足であ

ることは事実です。

　100 人に 1 人の職業，看護師や薬剤師，技師，それに一般職員を数えると，少

なくとも医療の世界は同世代の 10％を巻き込む産業分野ではないでしょうか？ 

1 人の医師の収益や収入ではなく，医療が実体経済で占める重要性が問題となる

ように思います。耳鼻咽喉科医師はそのなかで減少傾向にあります。病院におけ

る診療科としても確実に減少しています。しかし，需要は多く，現場の疲弊は目

に余るものがあります。頑張って若い医師をリクルートしなければと決意を新た

にしています。

　今月号も臨床現場の報告や症例が充実しています。臨床の糧とインセンティブ

として下さい。 （高槻にて 2008 年聖夜　竹中　洋）
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